
（
 

乞 TCフォーうム足麒会、シン約ウム
1.QOI • 6 ・l !i~ 主 幻 全 HI

（キム ・ワンイ ル先生（左） とアン・ソンジュン先生）

総
会
の
司
会
を
、
益
子
良
一
（
事
務
局
・
税
理
士
）
が
、
第
二
部

ジ
ウ
ム

の
司
会
を
、
湖
東
京
至
（
事
務
局
長

・
関
東
学
院
大
学
教
授
）
が
担
当
し
た
。

当
日
は
、
学
者
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
中
小
事
業
者、

そ
し
て
業
者
団
体
や
労
働
組
合

な
ど
三
九
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
、
北
野
弘
久
代
表
委
員
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
一
年
間
の
活
動
報
告
を
吉
本

貢
（
事
務
局
・
税
理
士
）
、
来
年
度
活
動
方
針
案
を
、
村
上
晴
男
（
事
務
局
・
税
理
士
）

が
行
っ
た
。

決
算
報
告
と
予
算
案
お
よ
び
次
期
役
員
の
提
案
を
湖
東
京
至
（
事
務
局
長
）
が
行
っ
た
。

監
査
報
告
を
経
た
後
、
活
動
報
告
、
決
算
及
び
予
算
案
、
ま
た
今
後
、
会
を
運
営
し
て

い
く
役
員
と
活
動
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
て
、
総
会
は
終
了
し
た
。

を
韓

キ
ム

・
ワ
ン
イ
ル
先
生
（
通

質
疑
応
答
を
し
た
。

シ
ン
ポ

つ
く
る
会
）

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
定
期

8 ． 7. 6. 5. 4. 

（
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
」
）
は
会
則
に
則
り
、
我
が
国

に
お
け
る
納
税
者
（
タ
ッ
ク
ス

・
ペ
イ
ヤ
ー
）
の
権
利
確
立
、
納
税
者
権
利
保
護
の
た
め
、

「
納
税
者
権
利
憲
章
」
（
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
及
び
「
税
務
行
政
手
続
法
」
）
の
制
定

を
目
指
し
、
以
下
の
諸
活
動
を
行
う
。

L

「
納
税
者
権
利
憲
章
」
「
納
税
者
権
利
基
本
法
」
「
税
務
行
政
手
続
法
」
な
ど
の
法
制

化
を
目
指
し
幅
広
い
運
動
を
展
開
す
る
。

2

当
面
、
超
党
派
に
よ
る
「
国
税
通
則
法
改
正
案
」
の
成
立
を
目
指
し
要
請
行
動
を
行

い
、
随
時
制
定
促
進
市
民
集
会
を
開
催
す
る
。

・

＆
納
税
者
権
利
保
護
法
の
制
定

・
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
運
動
を

展
開
す
る
。

4. 
本
年
度
活
動
方
針

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
韓
国
に
お
け
る
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
の
経
過
と
実
態
」

国
税
務
士

・ジ

ャ
ン
ア
ン
大
学
教
授
（
税
務
会
計
学
担
当
）

訳
・
東
京
税
理
士
会
ア
ン
・
ソ
ン
ジ
ュ
ン
先
生
）

か
ら
報
告
を
受
け
、

3. 

第
二
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2. 
ー． 

第
一
部

去
る
六
月
二
日
に
東
京
四
谷
、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
、

総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

総

会

報

告

韓
国
に
お
け
る
納
税
者
権
利
憲
章
制
度
と
そ
の
後
の
動
向
、
と
く
に
納
税
者
権
利
憲
章

の
内
容
、
課
税
前
適
否
審
査
制
度
、
税
務
行
政
サ
ー
ビ
ス
憲
章
、
納
税
者
保
護
担
当
官
な

ど
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
参
考
と
す
べ
き
新
た
な
内
容
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
は
、
冊
子
に
し
て
、
会
員
に
配
布
す
る
予
定

最
後
に
運
営
委
員
を
代
表
し
て
、
里
見
俊
秀
（
運
営
委
員
、
全
建
総
連
）
か
ら
、
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
し
た
。

活

動

報

告

二
0
0
0
年
定
期
総
会
（
五
月
一
三
日
）
活
動
方
針
に
も
と
づ
い
て
、

て
き
た
。国
税
通
則
法
改
正
案
の
成
立
を
目
指
し
て
、
各
政
党
に
要
請
し
た
。

同
時
に
、
国
税
通
則
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
衆
議
院
法
制
局
と
協
議
し
、
「
税

務
行
政
に
お
け
る
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
資
す
る
た
め
の
国
税
通
則
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
を
作
成
し
た
。

請
願
署
名
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
た
。

こ
の
間
、
約
一

0
0
万
筆
を
集
約
し
た
。

「
納
税
者
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
中
央
集
会
」
を
五
月
十
一
日
衆
議
院
議

員
会
館
で
開
催
し
た
。

全
国
か
ら
八
二
名
参
加
。
請
願
署
名
約
一

0

0
万
筆
分
を
提
出
。
民
主
党
、
自
由
党
、

日
本
共
産
党
、
社
民
党
の
議
員
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

国
税
通
則
法
改
正
案
を
超
党
派
で
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
行
っ
た
。

納
税
者
権
利
憲
章
法
制
化
を
求
め
る
地
域
の
会
は
、
近
畿
連
絡
会

(98)
神
奈
川
会

(
0
0
.
4
.
2
1
)
崎
玉
会

(
O
O
.
1
1
.
2
1
)
と
結
成
さ
れ
た
。

（
イ
タ
リ
ア
で
も
「
納
税
者
の
権
利
法
」
が
昨
年
七
月
制
定
さ
れ
、

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
谷
山
治
雄
氏
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
）

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム

ニ
ュ
ー
ス

で
あ
る
。

（
 

（
要
旨
）

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
央
情
報
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
随
時
開
催
す
る
。

会
員
の
拡
大
を
行
い
組
織
を
強
化
す
る

第
一
部

六
月
＿
一
日

発
行
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」
を
つ
く
る
会

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
事
務
局

東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
九

N
I
K
ビ
ル
ニ
階

0
三
（
三
三
五
九
）
七
五
三
〇

を
随
時
発
行
す
る
。

納
税
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
実
情
を
調
査

・
集
約
し
、

全
国
各
地
に
お
い
て
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
。

T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
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八
月
一
日
か
ら
施

広
く
世
論
に
訴
を
る
。

一
年
間
活
動
し

の
定
期
総
会
を
開
催
11,ー
1

1

（
納
税
者
の
権
利
憲
章
を



(100万筆の請願署名を積んだ集会）

「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
」

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
五
月
―
一
日
、
衆
議

院
議
員
会
館
で
、
納
税
者
の
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
中
央
集
会
を
開
い
た
。
各

地
か
ら
代
表
八
二
人
が
参
加
し
、
全
国
か
ら
集
め
た
①
納
税
者
権
利
憲
章
を
制
定
す
る
こ

と
②
税
務
行
政
の
運
営
に
関
す
る
基
本
理
念
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
国
税
通
則
法
の
改
正
を

お
こ
な
う
こ
と
ー
を
内
容
と
し
た
一

0

0
万
人
分
の
国
会
請
願
署
名
を
会
場
に
積
み
上
げ
、

民
主
党
、
自
由
党
、
日
本
共
産
党
、
社
民
党
の
代
表
に
手
渡
し
、
「
早
期
実
現
」
を
要
請

し
た
。
（
な
お
、
公
明
党
も
集
会
は
欠
席
し
た
が
請
願
書
は
受
け
取
っ
た
）
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
北
野
弘
久
。
日
本
大
学
名
誉
教
授
は
「
納
税
者
権

利
憲
章
は
先
進
資
本
主
義
国
の
す
べ
て
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
『
変
革
』
を
掲
げ
る
小
泉

新
内
閣
の
登
場
で
政
治
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
危
機
性
も
あ
る
が
、
同
時
に
超
党
派
で
権
利

憲
章
制
定
の
運
動
が
す
す
み
、
税
務
行
政
の
民
主
化
に
と
も
な
う
国
税
通
則
法
の
一
部
改

正
案
を
超
党
派
で
提
出
す
る
な
ら
そ
れ
は
歴
史
的
な
意
義
を
も
つ
」
と
述
べ
た
。

湖
東
京
至

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
）
が
、
各
党
の
国
会
議
員
全
員
を
紹
介
し
、

夫
々
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

民
主
党
の
峰
崎
直
樹
参
院
議
員
、
自
由
党
の
鈴
木
淑
夫
衆
議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の

佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
、
社
民
党
の
植
田
至
紀
衆
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
納
税

者
権
利
憲
章
の
制
定
の
必
要
性
と
こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
述
べ
、
超
党
派
で
実

現
に
努
力
し
て
い
く
態
度
を
表
明
し
た
。

吉
本
貢

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
次
長
）
が
経
過
報
告
し
、
「
納
税
者
の
権
利
憲
章

の
制
定
を
求
め
る
近
畿
連
絡
会
準
備
会
」
の
伊
藤
邦
雄
氏
が
、
京
都
・
北
村
人
権
裁
判
の

全
面
勝
訴
と
憲
章
制
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
つ
く
る
埼
玉
の
会
」

の
鹿
谷
昇
氏
が
、
地
域
で
の
シ
ン
ポ
や
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て
の
権
利
憲
章
制
定
に
向
け

た
世
論
づ
く
り
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

集
会
で
は
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
決
議
」
を
益
子
良
一

(
T
C

フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
）
が
提
案
し
、
採
択
し
た
。
（
別
記
）

里
見
秀
俊

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
）
が
、
当
面
、
国
税
通
則
法
の
改
正
に
よ
っ

て
納
税
者
の
権
利
保
護
規
定
の
早
期
実
現
へ
の
決
意
を
表
明
し
て
閉
会
し
た
。

0

0
万
人

を各党に渡し
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i 財政税法 租税論・
等

一
九
七
七
年
ド
イ
ツ
「
租
税
基
本
法
」
の
中
で
、
納
税
者
の
権
利
保
護
条
項
を
明
文
化

し
て
い
る
の
に
始
ま
っ
て
、
最
近
で
は
一
九
九
七
年
韓
国
の
「
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
・

公
布
」
、
一
九
九
八
年
ア
メ
リ
カ
「
第
三
次
納
税
者
権
利
章
典
」
と
諸
外
国
に
は
、
納
税

者
の
権
利
保
護
を
目
的
と
し
た
法
律
な
い
し
公
文
書
が
制
定
。
公
布
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
わ
が
国
に
は
、
残
念
な
が
ら
納
税
者
の
権
利
保
護
を
目
的
と
し
た
規
定
が
、
法

律
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

と
く
に
二

0
0
0
年
九
月
に
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
国
際
租
税
学
会
第
五
四
回
総

会
が
も
た
れ
、
「
先
進
国
」
で
納
税
者
の
権
利
憲
章
を
公
に
制
定
し
て
い
な
い
の
は
日
本

だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

総
務
庁
行
政
監
察
局
（
当
時
）
が
平
成
十
二
年
十
一
月
に
発
表
し
た
「
税
務
行
政
監
察

結
果
報
告
書
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
課
税
庁
（
国
税
庁
・
国
税
局
。
税
務
署
）
に
よ
る

人
権
を
配
慮
し
な
い
税
務
行
政
が
多
発
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
国
の
主
人
公
で
あ
る
納
税
者
の
権
利
を
明
確
に
し
た
「
納

税
者
の
権
利
憲
章
」
を
早
急
に
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

当
面
、
税
務
行
政
に
お
け
る
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
と
い
う
基
本
理
念
や
税
務
調
査

の
事
前
通
知
制
度
等
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
国
税
通
則
法
の
改
正
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。本
日
、
納
税
者
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
市
民
の
中
央
集
会
を
行
い
、
国
会
請

願
署
名
を
一

0
0
万
筆
提
出
し
た
。
こ
の
納
税
者
の
願
い
を
超
党
派
で
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

二
0
0
一
年
五
月
十
一
日

二
0

0
I
 

C
フ
ォ
ー

納
税
者
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
中
央
集
会

ム
役
員
名
簿

納
税
者
権
利
憲
章
の
早
期
制
定
を
求
め
る
決
議


